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文学作品を用いた韓国文化の授業















































































































































































































































































































　　「静寂一瞬」　 A）11票 B）20票 C）4票  D）1票
　　「冬の旅」　　 A）9票  B）25票 C）2票  D）0票
　　「父の地」　　 A）10票 B）23票 C）3票  D）0票
　　「夢」　　　　 A）2票  B）15票 C）16票 D）3票
　　「ガラスの番人」 A）19票 B）14票 C）3票  D）0票
　　「夢見る保育器」 A）26票 B）9票  C）1票  D）0票
　5）14回の授業の中で6つの小説を読むことは負担になりましたか。
とても負担になった　2人　　少し負担だった　26人
どちらともいえない　2人　　負担とは感じなかった　6人
　6）1週間前に作品を渡されることについてどう思いましたか。
もっと早く渡してほしかった　11人　　ちょうどよかった　24人
その他　1人
　7）授業についての感想をどんなことでも書いてください。
　
同様の内容ごとにまとめたものを以下に示す。
　　・「毎週のように小説を渡されて少し大変だった」（他4件）
　　・「主人公が辛い生活を送っているような内容が多く、楽しい話をもっと
読んでみたかった」（他2件）
　　・「韓国の小説を読んだことがなかったので、たくさん読むことができて
よかった」（他8件）
　　・「小説を通して朝鮮の歴史や社会風潮を知ることは新鮮だった」（他9
件。この中には「韓国社会は複雑な関係などが絡んでいて大変というか
面倒くさい社会だと思った」という率直な感想も1件含まれている）
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　　・「1つの作品を、発表などを通じて吟味して読み、新たな発見や疑問を
見つけ出すことができて楽しかった。こういう授業を通して自分でよく
考える力をつけたいと思った」（他5件）
　
　このほか、授業方法に関する感想として以下のものがあった。
　　・「発表のレジュメを作るとき、グループ作業だとかえって時間がかかっ
てやりづらかった」（他1件）
　　・「できれば最終的に先生から小説の内容などを教えてほしかった」
　　・「話のまとめが中途半端で終わってしまうことがあったので、1つの話
に2時間かけてじっくり内容について話し合いたかった」
　　・「小説を読む以上の学習が必要だと思う。韓国社会というより国語の授
業のようだ。小説の内容に関する資料等があればよりよい学習になるの
ではないか」
　　・「韓国語をガツガツする授業より楽しめた」
６　おわりに
　韓国文化を教える授業に文学作品を用いる方法として大きく2通りがある。1
つは原作を読むことであり、もう1つは翻訳された作品を読むことである。原
作を読む場合には、学生に小説を読めるだけの韓国語の能力があることが前提
となる。それにしても相当な実力がなければ購読の授業になりかねない。もち
ろん外国語を読むこと自体が文化を理解することではあるが、14回の授業で読
める分量は限られている。したがって文化の理解を優先させるならば、やはり
翻訳された作品を読むことになる。
　翻訳された作品を用いる場合の問題点は、何といっても作品数が限られてい
ることである。そのため授業で取り上げようとするテーマに適合する作品を見
つけることがなかなか難しい。また、テーマには合っていても授業では扱いに
くいものも多い。内容上の問題のほか、原作の質、翻訳の仕方なども見極める
必要がある。筆者の場合は、適当な作品が見つからないときは自ら翻訳するこ
ともある。翻訳作品の調査と収集はこれまでも行ってきたが、今後、いっそう
努めていきたい。
　アンケート結果から、小説を用いた文化の理解、またグループ活動という方
法が一定の効果を上げていることがわかった。反面、教師によるまとめの不足
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を指摘する声があり、期末試験の結果からもそのような面が感じられた。これ
らのことを念頭に入れ、これから始まる新たな授業の組み立てを考えていきた
いと思う。
　最後に、2009年度「朝鮮事情B（文化）」後期の授業で用いた小説の原作と
翻訳、それぞれの出典を記しておく。
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